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⾼齢化社会を迎えた本邦において、脳卒中は死因、寝たきりの主な原因となっており、
患者数の増加が懸念されている。脳卒中の約8割を占める脳梗塞の治療法はまだ⼗
分に確⽴していない。脳梗塞では、脳⾎流が低下することによって脳組織が虚⾎壊死
に⾄り、様々な細胞ストレスが惹起される。炎症もそのようなストレスの1つであり、脳梗
塞患者の神経症状を悪化させるだけでなく、脳組織の修復過程にも密接に関連する。
脳には⾃然な修復能が備わっており、その詳細な分⼦・細胞メカニズムを解明すること
により脳機能回復を実現する治療法の開発が可能になると考えられる。
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脳梗塞における炎症と修復の開始メカニズム


